



The Present Conditions and Measures of the Feral Pigeon (Columba livia var. 





    Both Taiwan and Japan, there are many feral pigeons living in the urban city. However, the great 
population of feral pigeon brings environment pollution causes of their droppings and noise. Also, the 
infectious diseases like psittacosis, cryptococcosis, and avian flu are concerned by the people. In this 
paper, I compared the present conditions and measures of feral pigeon problem in the two countries. In 
addition, I used the internet survey to research how Taiwanese think about the pigeon problem. The 
pigeon breeds quickly cause of the plenty food, and most of the food are from people. Therefore, to 
reduce the food from feeding is the way to limit their numbers. In Hiroshima and Tokyo, the government 
has taken measures to restrain feeding. And the numbers of feral pigeon decreased obviously. In Taiwan, 
the government forbids feeding, however, it looks not very effective. The problem of feral pigeon is still a 
small scale in Taiwan. However, if we disregard this problem, it probably becomes more seriously after 
several years pass. 
 












                                                        
*関西学院大学大学院総合政策研究科博士課程前期課程修了 
1
 カワラバト Columba liviaは、中央アジア、アフリカ、ヨーロッパなどに広く分布する野生のハトの一種
である。 








































 2005 年、ナショナル・ジオグラフィック・チャネル（National Geographic Channel）は台湾についての映
画シリーズ(Taiwan to the World)を企画し、その中にはハトレース（The Pigeon Game）という記録映画を放
送した。 




















表 2.1 餌環境別観察個体数 
 第 1 回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 
食物供給地 餌付け場所 85.9 92.0 89.8 88.1 89.6 91.0 
その他 4.4 5.7 5.7 6.2 5.4 5.4 
非食物供給地 9.6 2.2 4.5 5.7 4.9 3.6 












死に至らしめるものもある。表 2.2 に代表的な伝染病をまとめる（20 頁、表 2.2）。 
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表 2.2 ドバトなどから伝染する病気 
















































































































































































































図 2.2 有害駆除によるドバトの捕獲数 
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 ドバトによる被害は、1. 人間の健康への害、2. 人間の生活への害、3. 農業・畜産への害、
















昭和                 平成 
図 2.4 鳥害による農作物の被害面積の推移 
出所：中央農業総合研究センター・鳥獣害研究サブチームの資料から作成 





































問題は未解決のままである（26 頁、図 3.2）。 
                                                        
5
 台北市の各公園における鳥類調査資料によるドバトの観察記録である。 
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図 3.1 台北市の公園地におけるドバト数量分布 
出所：台北市野鳥学会の観察資料から作成 
 2005 年 10 月、台北市政府は鳥インフルエンザの予防対策を検討し、ドバトへの給餌の禁
止を決定した。しかし、ドバト給餌禁止に関する法律が制定されていないため、市長馬英
九は「公園管理自治条例」6の第 13 条（禁止行為項目）と「行政執行法」7の第 30 条（作為
または不作為義務の処罰）を根拠として、給餌者に 5,000 元から 30 万元までの重罰を科す
提案をした。指示を受けた台北市の鳥インフルエンザ防治グループ8は、市の公園・緑地に
おける給餌禁止・感染防止の注意喚起ポスターを設置し（図 3.3）、給餌者に勧告した。そ
して、2006 年 3 月 21 日から、違反行為が見つかれば、勧告せず直接に処罰し、「廃棄物清
理法」9を根拠として給餌者に 1,200 元の罰金を科すことになった。同年の 11 月に至るまで
合計 6 つの処罰例がある。それにもかかわらず、筆者が現地調査した時には公園で餌にな
る残飯が散乱しており、ドバトの数もほとんど変わらなかった。（26 頁、図 3.4、図 3.5） 
 






 2005 年 10 月 24 日に設置し、台北市の建設局、環境局、衛生局、工務局、教育局などにまたがり、鳥イ
ンフルエンザの防止対策を実施・検討するグループである。 
9
 「廢棄物清理法臺北市施行細則」の第 5 条 15 項、禽畜以外の野生動物を給餌し、地面・池・排水孔・そ
の他の地上物を汚染する者 
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左・図 3.2 中正紀念堂公園の隣の小学校にはドバトが休憩している（2006 年 3 月撮影） 
右・図 3.3 中正紀念堂公園に給餌自粛の A4ポスター（2006 年 3月撮影） 
 
  
左・図 3.4 中正紀念堂公園前のドバト（2006 年 3月撮影） 
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題となった。そのため、市は 1992 年 11 月に「広島市はと対策検討委員会」を設け、ドバト
対策についての検討を行った。同年の調査によると、市内 161 ヶ所で合計 7,673 羽のドバト
が観察された。ドバトが一番多い場所は平和記念公園で 2,120 羽、次いで公園に隣接してい





 1994 年 4 月、同委員会は「広島市のはと対策についての報告書」を検討しその結果を広
島市に提出した。市は、平成 6 年度を初年度とした「広島市ハト対策 5 ヵ年計画」を策定
し、ハト対策が本格的に行った。検討された具体的な施策は、相談窓口の設置・普及啓発
活動・餌の減量化・飛来防止対策・人畜共通感染症対策・繁殖抑制の 6 項目である（表 3.1）。
市はこの計画に応じて、1995 年からは約 750 羽に、避妊手術を実施した。さらに、市民向
けにハト被害の相談窓口を設置したり、ベランダの手すりに取り付ける合成樹脂製のハト
                                                        
12
 平成 11 年度鳥獣害性対策調査（カラスやドバトによる被害の防除対策検討調査）報告書 


























同委員会は、毎年 11 月中旬に市内のドバトが集まる公園など約 300 か所で実態調査。そ
の結果、1998 年で、ドバトの数は 1,710 羽になり、1992 年より 4 分の 1 も減った。平和記











KGPS Review No.12 January 2010 
27 

















 杉森（1976）は、1947 から 1974 年度の鳥獣統計資料のドバト捕獲数を検討し、駆除密度
13を計算したところ、東京（6.32 羽/km2）が第 2 位であった。さらに、山階鳥類研究所（1979）
の調査によれば、東京都立川・日野地域で観察されたドバトの総個体数は 1,465 羽、生息密
度は約 46 羽/km2であった。渋谷地域では 1,532 羽、生息密度は約 96 羽/km2であった。また、
日本鳥類保護連盟（1994）は、1979 から 1990 年度、東京都 6 区14における鳥類調査資料よ
りドバトに関するデータを抽出し、生息密度は約 408.4 羽/km2と計算した。この値に東京
23 区の総面積15を乗じると、東京 23 区のドバトの個体数推定値は 234,684 羽となった。 
 朝日新聞は都のドバト被害問題について「ハトに関する苦情・相談の件数は昨年 4～12






















































（c） 期間：3 回のキャンペーン 
・第 1 回目：     平成 17 年 1 月 22 日（土）～28 日（金）の 1 週間（10 時～15 時） 
※ 都職員と鳥獣保護員 6 名で実施 
・ 第 2 回目以降： 同年 1 月 29 日（土）～3 月 31 日（木）まで毎日（11 時～15 時） 
          ※ 鳥獣保護員 2，3 名で実施  
毎月 3 回呼びかけ強化日（7 時～17 時） 
          ※ 都職員と鳥獣保護員 6 名で実施 
・ 第 3 回目以降： 同年 4 月 1 日（金）～12 月 31 日（土）まで 
          ※ 鳥獣保護員が適宜巡回呼びかけ  
毎月 3、4 回呼びかけ強化日を設定（7 時～17 時） 
          ※ 都職員と鳥獣保護員 6 名で実施  




には 1 年間キャンペーンを知らせる横断幕等を設置）  
・ 3 ヶ月毎にハトの生息数調査を実施  
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・ 1 年後、エサやりをなくしたことによる生息数の変化を確認 
 
（e） 結果： 
園内のドバトの生息数は、半年間に約 4 分の 1 にまで減少した（図 3.7）。 
 






















め、駆除以外の対策に取り組んだ。市は 1994 年から 5 年間の対策を実施し、その結果、平
和記念公園では 2,120 羽から 254 羽に減少したとの成果があった。対策計画の中では、「餌






講じる。2004 年 1 月から、浅草寺では、餌の販売を中止し、餌やりを禁止する看板が立て









表 3.3 台湾と日本におけるドバト対策の事例 
     国 
項目 
台湾 日本 
地域（市） 台北市 台中市 広島市 東京都 
代表事例 中正記念堂公園 美術館前緑園道 平和記念公園 浅草寺、上野公園 
当初のドバト 
生息数（推定） 
約 600 羽 
（2005 年） 
約 200 羽 
（2005 年） 
約 2,000 羽 
（1992 年） 
浅草寺：約 3,000 羽 
（2004 年） 






























生息数 変わらない 激減した 減少した 減少した 
問題意識 低い 高い 



















・「優仕網」のサービス利用者になるため、無料 ID を登録する。 
・登録した ID でログインし、サービスの中で、「問券」（アンケート）を選ぶ。 
≪ アンケート票の作成 ≫ 
・STEP 1: サンプル数17を選ぶ。本調査は一般調査である。 
・STEP 2: アンケートの基本資料（名称、カテゴリー、説明、期間など）を入力する。 
・STEP 3: アンケートの質問内容と選択方式を入力する。 
≪ アンケート回答の収集 ≫ 
・アンケート票を確認し、「優仕網」で掲載する。 
・ サンプルの追加18を請求する。本調査は 2000 サンプルを追加した。 
・ボーナス19を提供し、「優仕網」への訪問者から回答を集める。 
・サンプル数に達すれば、アンケートが締まる。 






                                                        
17
 サンプル数について、最初は 30 サンプルまで無料で提供する。 
18
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（2） 優仕網について： 
優仕網（Youth Want）は 2000 年 4 月に創立され、ブログやアルバム、ゲーム、交友など
のサービスを提供している。2006 年の資料によると、その会員数は 160 万人を超え、男女




（3） 調査期間： 2006 年 3 月から 4 月まで 
 
（4） 回答者の属性：  
回答者は合計 2,030 人である。属性の傾向について下記の結果がある。 
 
・性別： 男女比は 1 対 3 である。（男：598 名 29.8%、女： 1,432 名 70.5%） 
・年齢： 一番多い回答者は 16 歳から 20 歳の若者（911 名 44.9%）である。次に多いの
は 20 歳から 25 歳（576 名、28.4%）である。この 2 つの年齢層で全体の 7 割を
占める。（参考. 10 歳から 15 歳: 218 名 10.7%、26 歳から 30 歳: 169 名 8.3%、31
歳から 40 歳: 114 名 5.6% 他） 
・学歴： 大学と高校の在学生と卒業生が 84.3%に達する。（高校: 737 名 36.3%、大学・学
院: 947 名 48.0%） 
・職業： 学生が 1,450 名 71.4%を占める。（参考. 会社員 209 名 10.3%、その他はそれぞ
れ 5%以下の割合: 専門職、公務員、自由業、教職、主婦、無職など） 
 




（1） ハトに対するイメージ  
結果： 好き（38.01%）、嫌い（18.66%）、ノーコメント（43.33%） 






結果： 0 羽（22･16%）、1～20 羽（33.38%）、21～50 羽（8.96%）、51～100 羽（4.48%）、
100 羽以上（3.59%）、分からない（27.42%） 
55.54%の回答が 20 羽以下であり、あまり多くない。 
 








































表 4.2 ドバトに餌をやる理由 
 Q1:ハトが好きですか 
Q4.餌をやる理由（Q1 内での割合） 好き 嫌い ノーコメント 
1.かわいい 63.6% 19.6% 38.5% 
2.おもしろい 41.4% 26.8% 42.4% 
3.かわいそう 38.0% 39.2% 40.0% 
4.動物が好き 50.5% 13.7% 30.4% 
5.食べ物をもっている 7.1% 15.7% 8.4% 
6.暇つぶし 22.7% 40.5% 36.7% 
7.子供と遊ぶ 7.4% 8.5% 7.1% 
8.その他 .6% 1.3% 1.0% 
合計 231.30％ 165.30％ 204.50％ 
 
表 4.1 ドバトに餌をやる理由 
餌をやる理由 回答数 ケースの 
パーセント 項目 順位 人数 パーセント 
1.かわいい 1 678 22.7% 48.3% 
2.おもしろい 2 565 18.9% 40.2% 
3.かわいそう 3 548 18.3% 39% 
4.動物が好き 4 534 17.9% 38% 
5.食べ物をもっている 6 121 4.0% 8.6% 
6.暇つぶし 5 429 14.3% 30.5% 
7.子供と遊ぶ 7 104 3.5% 7.4% 
8.その他 8 12 .4% 0.9% 
合計 2991 100.0% 212.9% 
*合計の人数は応答者数を基に計算されます。 
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（5） 餌をやらない理由（複数回答） （表 4.3） （回答数 1,772） 
 回答者は病気になることを懸念しており、回答数は 1 位（43.7%）である。そして、「い










表 4.3 ドバトに餌をやらない理由 
餌をやらない理由 回答数（複数） ケースの 
パーセント 項目  順位 人数 パーセント 
1.きたない 5 152 8.6% 14.5% 
2.いっぱい飛んでくるのが嫌だ 2 412 23.3% 39.2% 
3.数を増やしたくない 6 128 7.2% 12.2% 
4.環境汚染になる 3 252 14.2% 24.0% 
5.病気になりそう 1 459 25.9% 43.7% 
6.罰金を科される 7 115 6.5% 11.0% 
7.あげる理由がない 4 190 10.7% 18.1% 
8.その他 8 64 3.6% 6.1% 














表 4.4 クロス集計:  
性別と問 4 の 2 番項目 
 2.いっぱい飛んでくるのが嫌だ 
性別 X O O の人数 
男 86.3% 13.7% 82 
女 77.0% 23.0% 330 
X:回答しない O:回答した 
Df=1, ﾋﾟｱｿﾝのｶｲ 2 乗=22.711, p=0.000, 
 有意差あり 
表 4.5 クロス集計： 
問 4 の 3 番項目と問 4 の 4 番項目 
項目 4.環境汚染になる 合計 
 X O  
3.数を増や
したくない 
X 84.0% 9.7% 93.7% 
O 3.5% 2.8% 6.3% 
合計 87.6% 12.4% 100.0% 
X:回答しない O:回答した 
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表 4.6 のクロス集計：問１と問 8 









好き 12.1% 52.8% 23.7% 10.4% 1.0% 100.0% 
嫌い 30.6% 52.2% 11.6% 3.7% 1.8% 100.0% 
どちらでもない 10.0% 59.1% 21.9% 5.6% 3.4% 100.0% 
合計 14.6% 55.4% 20.7% 7.0% 2.2% 100.0% 
  Df=8, ﾋﾟｱｿﾝのｶｲ 2 乗=137.128, p=0.000, 有意差あり 
 




表 4.7 ドバトによる被害の対策 
ドバト問題の対策 回答数（複数） ケースの 
パーセント 項目 順位 人数 パーセント 
1.全て駆除する 5 100 3.7% 4.9% 




391 14.3% 19.3% 
4.餌が禁止する 2 468 17.1% 23.1% 
5.ハトの生息場所を作る 1 1547 56.7% 76.2% 
6.何もしなくてよい 6 90 3.3% 4.4% 
7.その他 7 24 .9% 1.2% 






































































 「平成 5 年度鳥獣害性対策調査（ドバト・カラス類）報告書」と「広島市ハト対策実施
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表 5.1 ドバト被害対策とその効果 
対策（防除法） 効果 特徴 
駆除 
捕獲 
捕獲箱による捕獲 △ 継続処理で有効 
銃器による捕獲 △ 危険があるため、都市部では実施できず 
鳩舎法による捕獲 ○ 軌道にのるまで 2、3 年は必要（社寺、公園での利用） 
侵入防止
器具 
防鳥ネット ○ ドバトの入る隙間は完全に塞ぎ、侵入を防止 
停止防止
器具 
テグス ○ 数条の糸を張れば、侵入防止もできる（大阪府推奨） 
有刺鉄線 △ 寄りつかなくなる 







目玉風船 × 長期間使うと慣れる 
カラスの声 △ カラスがいない地域には効果なし 
吹流し △ 旗の一種。ドバトは赤色を嫌う 
爆音機 △ 長期間使うと慣れる。騒音害を起こす 
防鳥テープ × 赤銀や金銀のテープ。持続性なし 
忌避剤 
クレゾール石鹸液の撒布 △ 10～15 倍液。古タオル、雑巾などを敷いて撒くと効果
は永く続く（大阪府） 
PAP 剤 △ 古タオル、雑巾などを敷いて撒くと効果は永く続く
（大阪府） 
酢、薄荷脳（はっかのう） △ 酢をコップに入れておく 
薄荷脳の撒布 
その他 
巣の撤去 △ 巣をハトの目の前で除くといなくなる 
繁殖抑制 ○ メスの卵管を切除する避妊手術の実施（広島市） 
餌の減量化 ○ 人為的に供給される餌を減量化する 
床面を緑化 ○ ベランダにプランターを置く 
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付録 台湾におけるドバトについての意識調査 アンケート票の内容 
 
Q1. ハトが好きですか？ 
(1) 好き (2) 嫌い (3) ノーコメント 
Q2. 家の近くにはハトが何羽いますか？ 
(1) 0 (2) 1~20 (3) 21~50 (4) 51~100 (5) 100 以上 (6) 分からない 
Q3. ハトに餌をやりますか？ 



























(1) いる (2) いない    
Q8. 鳥インフルエンザを心配していますか 











(1) すべきだ (2) する必要がない (3) ノーコメント (4) その他 
Q11. ハトに対するイメージ（自由回答） 
Q12. 自由にコメントする（自由回答） 
Q13. ハトの居場所を知っていたら、教えて下さい（自由回答） 
基本資料：性別、年齢、職業、地域、連絡方法 
 
